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ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を

求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
成
果
主
義
の

浸
透
や
雇
用
形
態
の
多
様
化
な
ど
で
職
場
環

境
が
変
わ
り
、
正
規
、
非
正
規
を
問
わ
ず
、

職
場
の
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
か
ら

だ
。
正
社
員
は
男
性
の
働
き
盛
り
層
を
中
心

に
長
時
間
労
働
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
弊

害
が
労
働
者
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
家
庭
生

活
や
少
子
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
ま
で

波
及
し
て
い
る
。
他
方
、
非
正
規
労
働
者
も
、

将
来
へ
の
漠
と
し
た
不
安
や
退
職
に
伴
う
精

神
的
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
な

か
で
、
働
き
方
を
見
直
し
て
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。
各
種
調

査
や
労
働
相
談
、
働
く
人
へ
の
取
材
内
容
を

紹
介
し
な
が
ら
考
え
る
。

　

二
〇
〇
七
年
に
公
表
さ
れ
た
白
書
を
み
る

と
、
働
く
人
の
長
時
間
労
働
が
、
本
人
の
健

康
面
だ
け
で
な
く
職
場
や
地
域
で
の
つ
な
が

り
や
家
庭
生
活
、
少
子
化
な
ど
へ
の
影
響
も

踏
ま
え
て
、
働
き
方
の
見
直
し
を
求
め
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

長
労
働
時
間
が
家
族
や
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
弱
め
る

　

内
閣
府
の
国
民
生
活
白
書
は
、「
家
族
、
地

域
、
職
場
で
の
つ
な
が
り
が
、
経
済
や
社
会

環
境
、
人
々
の
意
識
の
変
化
に
伴
い
、
個
別

化
・
希
薄
化
し
、
人
間
関
係
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
」
な
ど
と
分
析
。
こ
う
し
た
現
状
を

招
い
た
要
因
の
一
つ
に
、
時
間
的
制
約
を
あ

げ
た
。
労
働
時
間
が
長
く
な
れ
ば
、
家
族
と

過
ご
す
時
間
や
地
域
活
動
に
割
く
時
間
は
お

の
ず
と
減
少
す
る
と
し
て
、
労
働
者
が
仕
事

と
家
庭
を
両
立
さ
せ
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
労
働
環
境
を
改
革
す
べ
き
だ

と
訴
え
て
い
る
。

健
康
不
安
や
少
子
化
問
題
に
も

影
響

　

一
方
、
厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た
労
働
経

済
白
書
は
、
三
〇
代
後
半
〜
四
〇
代
の
男
性

に
過
労
死
の
危
険
性
が
高
ま
る
と
さ
れ
る
週

六
〇
時
間
以
上
働
く
人
が
増
え
て
い
る
こ
と

や
有
給
休
暇
の
取
得
率
が
総
じ
て
低
下
傾
向

に
あ
る
こ
と
、
若
年
層
の
配
偶
者
が
い
な
い

理
由
に
「
仕
事
が
忙
し
く
異
性
と
巡
り
合
う

機
会
が
な
い
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
に
着
目
。
長
時
間
労
働
が
、
働
く
人
の
健

康
問
題
だ
け
で
な
く
、
少
子
化
な
ど
の
問
題

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
す
る
。

　

少
子
化
問
題
に
関
し
て
は
、
内
閣
府
の
少

子
化
社
会
白
書
で
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
実
現
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

白
書
は
、「
現
在
の
急
速
な
少
子
化
の
背
景
に

は
、
就
業
継
続
と
子
育
て
と
が
二
者
択
一
的

と
な
っ
て
い
る
状
況
や
、
多
様
な
働
き
方
の

選
択
が
で
き
な
い
こ
と
、
非
正
規
労
働
者
の

増
大
、
長
時
間
労
働
な
ど
の
働
き
方
を
め
ぐ

る
様
々
な
課
題
も
存
在
し
て
い
る
」
な
ど
と

分
析
。
国
民
の
希
望
す
る
結
婚
や
出
産
・
子

育
て
の
実
現
に
よ
り
少
子
化
の
流
れ
を
変
え

る
に
は
働
き
方
の
改
革
が
求
め
ら
れ
る
と
し

て
、
今
後
一
〇
年
間
の
国
の
基
本
指
針
と
な

る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
憲
章
と
行

動
指
針
の
策
定
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
い
る
。

今
後
10
年
間
の
行
動
指
針
を
策
定

　

同
憲
章
は
昨
年
一
二
月
、
労
使
代
表
者
ら

が
参
加
し
た
政
府
の
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
推
進
官
民
ト
ッ
プ
会
議
」（
内
閣
官

房
長
官
主
宰
）
で
決
定
。「
仕
事
に
追
わ
れ

家
庭
生
活
の
充
実
が
ま
ま
な
ら
な
い
現
状
の

働
き
方
の
抜
本
的
な
改
革
」
を
提
唱
し
、
そ

の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
行
動
指
針
と
し

て
、
今
年
か
ら
二
〇
一
七
年
ま
で
の
一
〇
年

で
、
①
（
現
状
で
一
〇
・
八
％
を
占
め
る
）

週
六
〇
時
間
以
上
働
く
雇
用
者
の
割
合
を
半

事例と統計からみる働き方の課題
何が現場で起きているのか

調査・解析部　新井　栄三

図表１　１日及び週所定労働時間

企業規模・年 1日の所定労働時間
（１企業平均）

週所定労働時間
（１企業平均）

計 7:42 39:18

1,000 人以上 7:44 38:46
300 ～ 999 人 7:43 38:54
100 ～ 299 人 7:43 39:10
30 ～ 99人 7:41 39:24

2003 年 7:41 39.21
2004 年 7:40 39.21
2005 年 7:40 39.16
2006 年 7:41 39.15

（単位：時間、分）

出所：厚生労働省「平成 19年就労条件総合調査」
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減
さ
せ
る
②
（
同
四
六
・
六
％
の
）
年
次
有

給
休
暇
取
得
率
を
一
〇
〇
％
に
す
る
②
男
性

の
育
児
休
業
取
得
率
（
同
〇
・
五
％
）
を
一

〇
％
に
引
き
上
げ
る―

―

な
ど
の
数
値
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。

法
定
ラ
イ
ン
か
ら
の
脱
却
を
／

連
合

　

こ
う
し
た
な
か
、
連
合
は
〇
八
年
春
闘
で
、

「
長
時
間
労
働
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
阻
害
す
る
大
き
な
要
因
だ
」
と
し
て
、

そ
の
是
正
の
た
め
の
時
間
外
割
増
率
の
引
き

上
げ
に
要
求
の
力
点
を
置
い
て
い
る
。
時
間

外
割
増
率
は
労
働
基
準
法
で
「
平
日
二
五
％

以
上
、
休
日
三
五
％
以
上
」
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
平
日
の
残
業
五
〇
％
、
休
日
出
勤
は

一
〇
〇
％
の
割
増
率
が
一
般
的
な
欧
米
諸
国

に
比
べ
て
相
当
低
い
の
が
現
状
。
も
っ
と
も
、

こ
の
水
準
は
「
ボ
ー
ナ
ス
も
含
め
た
年
間
総

賃
金
を
基
礎
に
時
間
単
価
を
定
め
て
い
る
欧

米
と
同
じ
基
準
で
比
較
す
れ
ば
、
一
四
〜
一

五
％
の
割
増
率
に
し
か
な
ら
な
い
」（
基
幹
労

連
・
神
津
里
季
生
事
務
局
長
）
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
多
く
の
企
業
が
労

基
法
の
定
め
る
下
限
に
張
り
付
い
た
ま
ま
。

連
合
の
調
べ
で
も
、
法
定
水
準
に
あ
る
組
合

が
多
数
存
在
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
連
合
は
〇
八
年
春
闘
で
「
割
増
共

闘
」
を
設
置
し
た
。
共
闘
に
は
、
電
機
連
合

や
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
な
ど
一
六
産
別
が

参
加
す
る
。

働
き
方
の
多
様
化
を
さ
ら
に

推
進
／
経
団
連

　

方
や
、
日
本
経
団
連
も
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
は
生
産
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、

優
秀
な
人
材
を
採
用
し
や
す
く
な
る
効
果
も

あ
る
」（
二
〇
〇
八
年
版
経
営
労
働
委
員
会
報

告
）
と
の
認
識
だ
。

　

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
経
営
側
が

組
合
の
要
求
に
理
解
を
示
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
同
報
告
は
「
働
き
方
を
見
直
し
、

効
率
的
に
仕
事
を
進
め
れ
ば
、
十
分
に
職
務

を
遂
行
し
、
か
つ
生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

は
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
。
仕
事
の
成
果

を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
駄
な
残
業
は

抑
制
で
き
る
」
と
強
調
。
同
時
に
、
法
な
ど

に
よ
る
一
律
の
規
制
で
時
短
を
進
め
る
こ
と

に
つ
い
て
も
「
有
効
策
と
な
る
も
の
で
は
な

い
」
と
ク
ギ
を
刺
す
。

　

ち
な
み
に
、
日
本
経
団
連
は
昨
年
一
一
月

に
も
、「
子
育
て
に
優
し
い
社
会
づ
く
り
に
向

け
て―

地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

子
育
て
環
境
整
備
に
関
す
る
提
言―

」
を
公

表
。
企
業
が
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
の
環

境
整
備
に
向
け
て
、
事
業
所
内
保
育
施
設
の

設
置
・
運
営
や
地
域
へ
の
開
放
、
長
時
間
労

働
の
是
正
を
中
心
と
す
る
男
性
の
働
き
方
の

見
直
し
な
ど
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

変
化
の
み
ら
れ
な
い

労
働
時
間
制
度

　

働
き
方
の
改
革
が
必
要
と
の
考
え
方
が
政

労
使
の
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
実
際
の
労
働
時
間
制
度
は
ほ
と
ん
ど

変
わ
っ
て
い
な
い
。
厚
生
労
働
省
の
「
平
成

一
九
年
就
労
条
件
総
合
調
査
」（
常
用
労
働
者

三
〇
人
以
上
の
民
間
企
業
四
一
七
八
社
の
回

答
を
集
計
）
に
よ
る
と
、
一
日
の
所
定
労
働

時
間
の
平
均
は
七
時
間
四
二
分
、
一
週
三
九

時
間
一
八
分
だ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
規
模

別
に
も
経
年
的
に
み
て
も
ほ
と
ん
ど
変
化
が

な
い
（
図
表
１
）。

　

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
は
、
繰
り
越

し
日
数
を
除
く
一
年
間
の
付
与
日
数
が
労
働

者
一
人
平
均
で
一
七
・
七
日
だ
っ
た
の
に
対

し
、
取
得
日
数
は
八
・
三
日
で
、
取
得
率
は

四
六
・
六
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

規
模
別
に
み
る
と
、
従
業
員
一
〇
〇
〇
人
以

上
規
模
の
取
得
率
が
五
割
を
越
え
て
い
る
の

に
対
し
、
そ
れ
以
下
の
規
模
は
す
べ
て
四
三

％
台
と
格
差
が
あ
る
（
図
表
２
）。

　

実
際
の
労
働
時
間
も
、
連
合
が
組
合
員
の

所
定
労
働
時
間
を
調
べ
た
全
単
組
調
査
（
二

〇
〇
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
年
間
の
所
定
労
働

時
間
が
二
〇
〇
〇
時
間
を
超
え
て
い
る
組
合

が
全
体
の
約
二
割
を
占
め
て
い
た
し
、
後
述

の
電
機
連
合
調
査
で
も
、
男
性
組
合
員
の
平

均
の
帰
宅
時
間
は
二
〇
時
五
三
分
。
一
九
九

八
年
に
一
五
・
〇
日
だ
っ
た
有
給
休
暇
の
取

図表２　労働者１人平均年次有給休暇の
取得状況

企業規模・年 付与日数 取得日数 取得率

計 17.7 8.3 46.6

1,000 人以上 18.8 9.7 51.7
300 ～ 999 人 17.9 7.7 43.0
100 ～ 299 人 17.0 7.4 43.9
30 ～ 99人 16.5 7.1 43.0

2003 年 18.2 8.8 48.1
2004 年 18.0 8.5 47.4
2005 年 18.0 8.4 46.6
2006 年 17.9 8.4 47.1

（日）

図表３　配偶者のみる組合員の労働時間の評価（配偶者調査）

図表４　最近の生活や働きぶりの不安（配偶者調査）

出所：図表１と同じ

出所：電機連合「図表で見る電機労働者の生活白書」

出所：図表３と同じ
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得
日
数
も
減
少
を
続
け
て
〇
六
年
は
一
二
・

二
日
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
男
性
を
中
心

に
働
き
方
が
旧
態
依
然
と
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
る
結
果
だ
。

長
時
間
労
働
を
問
題
視
す
る
の

は
働
く
夫
よ
り
妻

　

な
ら
ば
、
実
際
に
長
時
間
労
働
を
し
て
い

る
男
性
正
社
員
と
そ
の
配
偶
者
は
、
こ
の
状

況
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

電
機
メ
ー
カ
ー
の
労
組
で
作
る
電
機
連
合

（
中
村
正
武
委
員
長
）
が
組
合
員
と
そ
の
配

偶
者
を
対
象
に
労
働
実
態
を
調
べ
、「
働
き
方

の
見
直
し
と
自
己
実
現
を―

ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
向
か
う
第
一
歩―

」
を
テ

ー
マ
に
生
活
白
書
と
し
て
と
り
ま
と
め
て
い

る
（
組
合
員
四
二
四
六
人
、
配
偶
者
八
八
三

人
の
回
答
を
集
約
）。
そ
れ
を
み
る
と
、
夫

で
あ
る
男
性
組
合
員
の
労
働
時
間
を
「
長
い

（「
非
常
に
長
い
」
＋
「
や
や
長
い
」）」
と

感
じ
て
い
る
妻
の
割
合
は
七
二
・
八
％
で
、

本
人
の
六
一
・
五
％
よ
り
一
一
・
三
ポ
イ
ン

ト
も
高
い
（
図
表
３
）。
今
の
働
き
方
が
生

活
や
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
も
、
夫
が
「
多
忙

で
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
が
少
な
い
」
こ
と
を

一
番
に
あ
げ
た
（
六
四
・
一
％
）
の
に
対
し
、

妻
は
「
今
の
働
き
方
が
続
く
と
体
力
が
も
た

な
い
」
と
の
回
答
が
六
二
・
六
％
で
最
も
多

か
っ
た
。「
今
の
働
き
方
が
続
く
と
心
の
病

に
な
る
」
と
の
不
安
も
妻
（
五
四
・
一
％
）

の
方
が
本
人
（
五
一
・
三
％
）
を
上
回
っ
て

い
る
（
図
表
４
）。
働
く
本
人
以
上
に
、
妻

が
長
時
間
労
働
を
問
題
視
し
て
い
る
こ
と
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
格
好
だ
。

　

ま
た
、
男
性
組
合
員
が
一
定
期
間
の
短
時

間
勤
務
を
取
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
介
護
目

的
（
六
八
・
六
％
）、
育
児
目
的
（
六
六
・

一
％
）
と
も
配
偶
者
の
三
人
に
二
人
が
賛
成

し
て
い
る
（
図
表
５
）。
こ
の
設
問
は
、
短

時
間
勤
務
に
伴
い
、
賃
金
が
多
少
減
る
こ
と

を
説
明
し
た
う
え
で
尋
ね
た
も
の
。
例
え
収

入
が
目
減
り
し
て
も
、
妻
が
育
児
・
介
護
で

の
協
力
を
夫
に
望
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

満
足
度
の
低
い
裁
量

労
働
や
み
な
し
勤
務

　

多
様
な
働
き
方
の
一
つ
で
あ
る
裁
量
労
働

や
事
業
場
外
み
な
し
勤
務
を
し
て
い
る
電
機

労
働
者
に
目
を
移
す
と
、
彼
ら
の
一
日
の
労

働
時
間
は
平
均
一
〇
時
間
二
〇
分
。
一
日
の

所
定
労
働
時
間
を
八
時
間
と
す
る
と
一
日
二

時
間
二
〇
分
の
残
業
を
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
月
の
勤
務
日
数
を
二
〇
日
と
す
れ
ば
、

一
カ
月
に
四
六
時
間
四
〇
分
の
残
業
を
し
て

い
る
計
算
に
な
る
。

　

同
じ
く
電
機
連
合
が
〇
七
年
四
月
に
発
表

し
た
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
に
関
す
る
調

査
」（
四
三
三
八
人
の
組
合
員
が
回
答
）
で
は
、

勤
務
形
態
別
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
満
足
度
を
み
て
い
る
が
、
み
な
し
勤
務

や
裁
量
労
働
の
満
足
度
は
低
く
、
逆
に
短
時

間
勤
務
者
の
満
足
度
が
突
出
し
て
い
た
（
図

表
６
）。
一
方
、
残
業
時
間
別
で
は
、
残
業

四
〇
時
間
を
境
に
、
残
業
時
間
と
仕
事
の
両

立
に
企
業
が
「
配
慮
し
て
い
る
」
と
答
え
た

割
合
と
「
配
慮
し
て
い
な
い
」
の
割
合
が
逆

転
す
る
。

　

こ
れ
ら
結
果
を
見
る
限
り
、
働
き
方
を
見

直
す
際
に
は
、
勤
務
形
態
の
多
様
化
よ
り
先

に
長
時
間
労
働
を
是
正
す
る
環
境
を
整
え
た

方
が
、
効
果
が
あ
が
り
そ
う
に
映
る
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
電
機
連
合
は
時
短
要
求
を

連
合
の
目
安
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
四
〇

時
間
を
超
え
た
残
業
か
ら
五
〇
％
の
割
増
率

を
求
め
る
方
針
を
決
め
て
い
る
。

業
務
量
に
見
合
っ
た
人
員
増
を

　

そ
ん
な
中
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
業
務
量
と
要
員
の
不
整
合
の
解
消
で
進

め
よ
う
と
の
動
き
も
あ
る
。
新
聞
社
や
通
信

社
で
働
く
労
働
者
を
組
織
す
る
新
聞
労
連

（
嵯
峨
仁
朗
委
員
長
）
は
、
〇
八
年
春
闘
で

新
た
な
指
標
「
人
員
算
定
公
式
（
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
公
式
）」
を
提
案
す
る
。
①
残

業
時
間
が
年
三
六
〇
時
間
を
超
え
な
い
労
働

時
間
を
厳
守
で
き
る
職
場
の
体
制
を
確
保
す

る
②
①
を
実
現
し
た
上
で
、
有
給
休
暇
の
取

得
率
六
割
を
実
現
で
き
る
職
場
の
体
制
を
求

め
る―

―

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
残
業
時
間

を
も
と
に
職
場
の
現
状
を
数
式
化
し
て
、
目

標
が
ク
リ
ア
で
き
る
人
員
増
を
経
営
側
に
求

め
て
い
く
考
え
だ
。

　

そ
う
言
え
ば
、
前
記
の
電
機
連
合
白
書
で

も
、
長
時
間
労
働
の
解
消
策
と
し
て
、
男
女

と
も
に
半
数
近
く
が
「
業
務
量
に
合
う
適
正

な
人
数
配
置
」
を
選
択
し
て
い
た
。
男
性
の

二
番
目
に
多
い
選
択
肢
は
、「
業
務
量
に
併
せ

て
増
員
を
図
る
」
で
、
労
働
時
間
を
長
く
感

じ
て
い
る
人
ほ
ど
「
増
員
」
へ
の
期
待
が
強

ま
る
傾
向
に
も
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
現
実
は
成
果
主
義
の
浸
透
や

人
員
削
減
、
非
正
規
雇
用
の
増
加
な
ど
で
正

社
員
へ
の
負
荷
が
増
し
て
い
る
の
が
実
情
。

電
機
連
合
は
「
経
営
者
は
働
き
方
の
改
善
を

コ
ス
ト
と
考
え
ず
、
生
産
性
を
上
昇
さ
せ
る

た
め
の
先
行
投
資
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
」

（
中
村
委
員
長
）
と
主
張
し
て
い
る
が
、
経

育児目的

介護目的

ボランティア・地域活動
目的

自己研鑚・キャリアアップ
目的

賛
成
で
あ
る

反
対
で
あ
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

66.1 7.1 25.8 1.0

68.6 3.2 27.1 1.0

34.1 14.8 49.9 1.3

55.3 37.4 1.36.0

図表５　配偶者が一定期間短時間勤務の利用を希望した場合
（配偶者調査、男性組合員の妻の比率）

図表６　勤務形態からみたワーク・ライフ・バランスの満足度

出所：図表３と同じ

出所：電機連合「仕事と生活の調和に関する調査」
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営
側
が
割
増
率
引
き
上
げ
や
要
員
増
の
要
求

に
対
し
て
、「
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
直
結
す
る
」

と
難
色
を
示
す
の
は
必
至
の
情
勢
だ
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
か

ら
孤
立
化
に

　

そ
れ
で
は
、
ど
う
い
っ
た
点
を
ポ
イ
ン
ト

に
働
き
方
の
見
直
し
を
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ

ろ
う
。
こ
こ
で
改
め
て
国
民
生
活
白
書
を
み

る
と
、
今
の
職
場
は
①
仕
事
以
外
の
付
き
合

い
が
減
り
、
会
社
へ
の
帰
属
意
識
も
薄
れ
て

い
る
②
長
時
間
労
働
な
ど
か
ら
疲
労
や
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
勤
労
者
が
増
え
て
い
る
③
職

場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
足
り
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
ほ
ど
「
心
の
病
」
に
か
か
り

や
す
い―

―

な
ど
の
傾
向
が
わ
か
る
。
そ
し

て
、
雇
用
者
の
七
人
に
一
人
が
職
場
内
に
仕

事
や
生
活
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
相
手
が
い

な
い
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
（
図
表
７
）。

増
加
傾
向
に
あ
る
労
働
相
談

　

白
書
の
デ
ー
タ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、

今
は
労
働
関
連
の
相
談
件
数
が
急
増
し
て
い

る
。
東
京
都
が
昨
年
一
一
月
に
、
都
内
六
カ

所
の
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
の
今
年
度
上

半
期
（
四
〜
九
月
）
の
相
談
状
況
を
発
表
し

た
。
そ
れ
を
み
る
と
件
数
は
二
万
五
二
九
二

件
で
前
年
度
同
期
（
二
万
五
〇
八
六
件
）
と

ほ
ぼ
横
ば
い
だ
が
、
内
容
は
「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
」
と
「
職
場
の
嫌
が
ら
せ
」
に
関
す
る

相
談
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
た
。

　

前
者
に
関
す
る
相
談
件
数
は
二
六
六
五
件

で
、
前
年
度
同
期
（
八
〇
七
件
）
の
三
・
三

倍
（
図
表
８
）。
相
談
内
容
の
内
訳
は
「
人

間
関
係
」（
一
六
・
六
％
）、「
退
職
」（
一
〇
・

三
％
）、「
雇
用
関
係
」（
八
％
）―
―

な
ど
が

多
く
、
他
に
「
休
日
・
休
暇
」「
労
働
時
間
」

「
労
災
保
険
」「
健
保
・
年
金
」
に
つ
い
て
も
、

精
神
的
に
負
担
を
感
じ
て
い
る
労
働
者
が
少

な
く
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
後
者
の
相
談
件
数
は
二
一
九
三
件

で
、
前
年
度
同
期
（
一
七
八
一
件
）
よ
り
二

三
・
一
％
増
え
た（
図
表
９
）。
こ
ち
ら
も「
人

間
関
係
」（
三
〇
・
八
％
）
が
最
多
で
、「
退
職

強
要
」（
八
・
八
％
）、「
退
職
」（
八
・
四
％
）

が
続
い
て
い
る
。

表
に
見
え
な
か
っ
た
負
担
が

表
面
化

　

お
お
よ
そ
想
像
が
つ
く
よ
う
に
、
仮
に
も

職
場
の
環
境
変
化
に
応
じ
て
、
き
め
細
か
な

現
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
確
立
で
き
て
い
た

な
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
こ
こ
ま
で
露
呈
し

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し

現
状
は
む
し
ろ
逆
で
、
管
理
職
は
プ
レ
ー
イ

ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
化
が
進
み
、現
場
の
管
理
・

監
督
者
は
手
薄
。
採
用
抑
制
で
正
社
員
自
体

が
少
な
く
な
り
、
仕
事
は
働
き
盛
り
層
に
集

中
し
て
い
る
。
質
・
量
と
も
に
負
担
は
増
し

て
い
る
の
に
、
働
く
人
の
孤
立
化
が
進
み
、

相
談
相
手
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

存
在
感
増
す
労
働
相
談
の

取
り
組
み

　

た
だ
し
、
他
方
で
企
業
の
相
談
窓
口
設
置

図表７　相談相手がいない雇用者の割合

図表８　メンタルヘルス相談件数の推移（上半期：４月～９月)

図表９　職場の嫌がらせ相談件数の推移（上半期：４月～９月)

図表10　産業及び企業規模別相談窓口設置状況別企業割合

出所：平成 19年版国民生活白書

出所：東京都産業労働局「平成 19年度上半期の労働相談状況」

出所：21世紀職業財団「職場におけるハラスメントに関するアンケート」

出所：図表８と同じ
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な
ど
の
進
ん
で
い
る
取
り
組
み
も
あ
る
。
一

例
を
あ
げ
れ
ば
、
二
一
世
紀
職
業
財
団
の
二

〇
〇
四
年
の
調
査
で
は
、
回
答
企
業
（
六
三

八
社
）
の
七
七
・
六
％
が
従
業
員
か
ら
の
相

談
や
苦
情
を
受
け
付
け
る
相
談
窓
口
を
設
置

済
み
で
、
企
業
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
設

置
割
合
が
高
か
っ
た
（
図
表
10
）。
社
内
の

相
談
窓
口
が
な
い
よ
う
な
場
合
で
も
、
今
は

各
都
道
府
県
の
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
労
組

な
ど
が
実
施
す
る
相
談
活
動
も
増
え
、
こ
う

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
個
人
加
盟
の

労
組
が
結
成
さ
れ
る
動
き
も
で
て
き
て
い
る
。

相
談
員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
も
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
（
Ｐ
17
参

照
）。
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
情
報

提
供
も
相
ま
っ
て
、
職
場
環
境

の
改
善
を
訴
え
る
一
つ
の
手
段

と
し
て
「
相
談
」
の
存
在
感
が

増
し
て
い
る
よ
う
だ
。

「
相
談
」
の
医
師
や
美
容
師

な
ど
の
過
酷
な
労
働
環
境

　

相
談
活
動
な
ど
の
活
発
化
は
、

今
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
職
種
の
実
情
も
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
結
果
を
生
ん
で
い

る
。
過
労
死
弁
護
団
全
国
連
絡

会
議
（
幹
事
長
・
川
人
博
弁
護

士
）
な
ど
が
、
昨
年
一
一
月
に

全
国
二
〇
都
道
府
県
で
電
話
相

談
「
医
師
・
看
護
師
・
教
師　

過
労
死
・
過
労
自
殺
一
一
〇
番
」
を
実
施
し

た
が
、
そ
こ
に
は
月
一
〇
回
の
宿
直
・
夜
勤

を
強
い
ら
れ
、
過
労
が
原
因
で
う
つ
病
を
発

症
し
た
産
婦
人
科
医
師
や
夜
勤
の
連
続
に
苦

し
む
看
護
師
、
長
時
間
労
働
と
管
理
職
か
ら

の
パ
ワ
ハ
ラ
で
退
職
に
追
い
込
ま
れ
た
教
師

な
ど
六
六
件
の
深
刻
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、大
手
美
容
室
チ
ェ
ー
ン
Ａ
ｓ
ｈ（
ア

ッ
シ
ュ
）
の
美
容
師
ら
が
、「
美
容
業
界
全
体

が
正
社
員
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
で
、
し
か
も

長
時
間
労
働
・
低
賃
金
の
無
法
状
態
に
置
か

れ
て
い
る
」
と
し
て
、
長
時
間
労
働
の
改
善

や
不
明
確
な
給
与
か
ら
の
天
引
き
の
是
正
な

ど
を
め
ざ
す
労
働
組
合
「
首
都
圏
美
容
師
ユ

ニ
オ
ン
」
を
結
成
。
記
者
会
見
を
開
き
、
ア

シ
ス
タ
ン
ト
職
の
仕
事
に
街
頭
で
の
ち
ら
し

配
り
が
多
く
割
か
れ
て
い
た
こ
と
や
、
タ
イ

ム
カ
ー
ド
も
な
い
中
で
長
時
間
労
働
を
強
い

ら
れ
て
病
気
に
な
っ
た
上
、
使
い
道
の
分
か

ら
な
い
共
済
費
や
練
習
時
間
も
な
い
美
容
教

育
費
が
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
た
な
ど

の
惨
状
を
訴
え
た
。

過
重
労
働
の
現
場
取
材
か
ら

　

こ
う
し
て
み
て
い
く
と
、
職
場
の
前
向
き

な
見
直
し
な
ど
到
底
、
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
印
象
を
受
け
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
相
談

な
ど
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
な
い
人

に
も
直
接
、
話
を
聴
く
こ
と
に
し
た
。
図
表

11
は
建
設
と
医
療
、
派
遣
事
務
所
、
美
容
院

な
ど
の
比
較
的
多
忙
と
言
わ
れ
る
職
場
で
働

く
六
人
の
二
〇
代
後
半
〜
四
〇
代
前
半
の
働

き
盛
り
層
に
、
労
働
時
間
や
休
日
・
休
暇
の

実
態
、
何
が
ス
ト
レ
ス
要
因
に
な
っ
て
い
る

か
を
尋
ね
た
も
の
。
ま
ず
、
正
社
員
五
人
の

ケ
ー
ス
に
触
れ
て
み
た
い
。

若
手
定
着
の
た
め
に

仕
事
が
集
中

　

建
設
現
場
の
監
督
を
し
て
い
る
Ａ
さ
ん

（
四
〇
代
前
半
・
男
性
）
は
、
偽
装
建
築
事

件
以
後
、
工
期
や
経
費
設
定
の
厳
し
さ
に
拍

車
が
か
か
り
、
役
所
や
事
業
主
な
ど
に
提
出

す
る
書
類
が
急
増
。
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
。
ま
た
、
人
材
難
に
悩
む
建
設
産
業
で

は
一
人
当
た
り
に
か
か
る
業
務
量
が
た
だ
で

さ
え
増
し
て
い
る
の
に
、
若
手
社
員
を
引
き

止
め
る
た
め
に
過
度
な
仕
事
を
さ
せ
ず
、
そ

の
分
の
仕
事
を
中
堅
社
員
が
被
る
悪
循
環
の

な
か
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
つ
つ
働
い
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、一
日
四
、五
時
間
の
残
業
は
当

た
り
前
で
、土
曜
や
祝
日
も
な
い
。「
普
段
は

現
場
近
く
の
作
業
所
に
寝
泊
ま
り
し
て
、
家

に
帰
る
の
は
週
に
一
日
。
入
社
し
て
二
〇
年

近
く
に
な
る
が
、
有
給
休
暇
を
取
っ
た
の
は
、

結
婚
式
の
一
日
だ
け
」
と
い
う
か
ら
驚
く
。

割
り
切
れ
な
い
管
理
的
業
務
の

負
荷

　

総
合
病
院
で
勤
務
医
と
し
て
働
く
内
科
医

の
Ｂ
さ
ん
（
三
〇
代
前
半
・
男
性
）
と
産
婦

人
科
医
の
Ｃ
さ
ん
（
三
〇
代
前
半
・
女
性
）

の
二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
病
院
に
勤
め

て
い
る
が
、
と
も
に
中
堅
医
師
が
相
次
い
で

退
職
し
、
研
修
医
の
指
導
な
ど
の
管
理
的
業

務
を
任
さ
れ
て
い
る
共
通
点
が
あ
っ
た
。
宿

直
勤
務
も
含
め
る
と
Ｂ
さ
ん
が
月
に
一
〇
〇

時
間
、
Ｃ
さ
ん
に
至
っ
て
は
一
五
〇
時
間
を

超
す
残
業
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
彼
ら
が
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
し
て

指
摘
し
た
の
は
、
若
く
し
て
管
理
的
業
務
を

背
負
う
割
り
切
れ
な
い
思
い
に
加
え
て
、
Ｂ

さ
ん
は
①
担
当
患
者
に
重
病
者
が
多
く
心
配

な
こ
と
②
患
者
や
家
族
へ
の
対
応
と
確
認
作

図表11　過重労働の現場で働く人の事例
Ａさん（建設業現場監督） Ｂさん（総合病院内科医師） Ｃさん（総合病院産婦人科医師）

残業時間 １日４，５時間
土曜・祝日も通常出勤

（月４～６回の）宿直勤務を含めると月
100時間超

（週２回の）宿直勤務を含めると
月 150時間超

主な残業理由 計画の立て直し、必要書類の作成等 患者や家族へのきめ細かい対応管理的
業務の増加

医師不足に伴う負担増
管理的業務の増加

ストレス要因
・納期・経費ギリギリの工期設定
・人手不足に伴う業務量増
・役所、事業主等に提出する書類増

・担当患者が心配で心身共に休めない
・管理的業務増に伴う不平等感
・患者や家族への対応の増加
・高齢化に伴う主治医の重圧

・宿直や緊急呼び出し（眠剤に頼る）
・医療訴訟への不安
・人手不足に伴う繁忙感

Ｄさん（人材派遣会社コーディネーター） Ｅさん（美容院スタイリスト） Ｆさん（派遣社員）

残業時間 １日４，５時間
１カ月平均 80～ 100 時間程度 １日３，４時間 通常月 20時間、繁忙月 50時間

主な残業理由
派遣スタッフの登録業務
派遣スタッフの相談、派遣先とのトラ
ブル対応

若手の指導
（ただし、残業とみなされていない） 担当雑誌の取材および編集業務

ストレス要因

・不明確な役割分担
・派遣スタッフへのきめ細かいサービス
（24時間携帯電話で対応するのでサー
ビス残業に）

・自主的な勉強会的位置づけの指導時間
・休暇が取りにくい等、自分の時間がな
い

・繁忙期に副業を手控えねばならないこ
と

・派遣という働き方への将来不安
・派遣の立場上、関われない部分がある

出所：JILPT「研究フォーラム 2007」の配布資料を改変
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業
③
劇
的
に
良
く
な
る
見
込
み
の
薄
い
な
か

で
の
高
齢
期
の
長
期
治
療
の
重
圧―

―

、
Ｃ

さ
ん
は
①
緊
急
呼
び
出
し
が
多
く
、
眠
剤
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
②
医
療
訴
訟
リ
ス
ク
へ

の
不
安―

―
で
あ
っ
た
。

役
割
分
担
の
不
鮮
明
さ
が
苦
痛

　

一
方
、
小
規
模
の
人
材
派
遣
会
社
で
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
し
て
い
る
Ｄ
さ
ん
（
二
〇

代
後
半
・
女
性
）の
場
合
、一
般
的
に
大
手
の

派
遣
会
社
は
役
割
分
担
が
明
確
に
な
っ
て
い

る
が
、「
中
小
は
何
で
も
屋
に
な
っ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
」と
嘆
く
。事
実
、
Ｄ

さ
ん
は
主
業
務
の
派
遣
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
の
他
に
、
外
勤
の
営
業
や
派
遣
ス

タ
ッ
フ
の
悩
み
相
談
、
派
遣
先
企
業
か
ら
の

苦
情
処
理
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
派
遣
ス
タ
ッ
フ
が
急
に
当
日
の
朝

に
な
っ
て
休
み
た
い
と
い
っ
た
場
合
は
、
自

分
が
行
っ
て
派
遣
の
仕
事
を
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
Ｄ
さ
ん
の
残
業
時
間

は
一
カ
月
平
均
八
〇
〜
一
〇
〇
時
間
に
及
ぶ
。

い
つ
ま
で
経
っ
て
も
自
分
の

時
間
が
な
い

　

そ
し
て
、
最
後
は
都
内
の
美
容
院
で
ス
タ

イ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く
Ｅ
さ
ん
（
三
〇
代
前

半
・
女
性
）
の
ケ
ー
ス
。
彼
女
の
店
で
は
、

洗
髪
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
か
ら
ブ
ロ
ー
、
カ
ッ
ト
、

カ
ラ
ー
、
パ
ー
マ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
資
格
を
細

か
く
設
定
し
て
お
り
、
そ
の
店
の
基
準
で

徐
々
に
習
得
し
て
い
く
形
を
取
る
。
技
術
の

習
得
は
営
業
時
間
後
に
居
残
り
で
練
習
す
る

の
で
、「
終
電
に
駆
け
込
ん
だ
り
、
最
悪
、
終

電
を
逃
し
て
お
店
に
寝
泊
ま
り
す
る
こ
と

も
」。
ま
た
、Ｅ
さ
ん
の
店
舗
は
、
話
術
も
技

術
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
う
え
、「
全
基
準
を

ク
リ
ア
し
た
後
に
一
定
数
の
フ
リ
ー
の
顧
客

を
つ
け
て
も
ら
い
、
そ
の
う
ち
の
一
定
割
合

が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
指
名
し
て
き
て
、
始

め
て
一
人
前
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
認
め

ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
」。

　

よ
う
や
く
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
も
、

苦
労
は
尽
き
な
い
。
今
度
は
教
え
る
側
に
な

っ
て
夜
遅
く
ま
で
若
手
の
指
導
を
す
る
の
で
、

「
そ
の
分
の
賃
金
は
な
い
し
、
そ
れ
よ
り
い

つ
ま
で
経
っ
て
も
自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

こ
と
が
大
き
な
不
満
に
な
る
」
の
だ
と
い
う
。

ま
た
、
ボ
ー
ナ
ス
は
な
く
基
本
給
も
低
く
て

毎
月
洗
い
替
え
の
歩
合
給
に
頼
る
部
分
が
多

い
こ
と
も
悩
み
の
タ
ネ
。
正
社
員
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
毎
月
の
収
入
の
予
測
が
立
て
に
く

く
て
困
っ
て
い
る
。「
仕
方
の
な
い
こ
と
」

と
割
り
切
り
つ
つ
も
少
な
か
ら
ず
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

異
質
な
役
割
が

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

　

む
ろ
ん
、
取
材
し
た
人
の
話
だ
け
を
も
っ

て
全
体
の
話
に
は
で
き
な
い
し
、
あ
く
ま
で

こ
の
五
人
に
限
っ
た
話
に
な
る
が
、
こ
の
取

材
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
ま
ず
、
全
員

が
か
な
り
の
長
時
間
労
働
を
し
て
い
る
う
え

に
休
暇
の
取
得
も
ま
ま
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
。
そ
れ
に
も
増
し
て
気
に
な
っ
た
の
が
、

一
般
的
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な

業
務
が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
労
働

環
境
を
苛
酷
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
一
般
的
に
医
師
や
現
場

監
督
、
美
容
師
と
い
っ
た
職
業
か
ら
想
起
で

き
る
仕
事
の
内
容
と
は
異
な
る
役
割
が
加
わ

っ
て
い
て
、
そ
れ
が
労
働
時
間
を
長
く
さ
せ
、

ス
ト
レ
ス
や
戸
惑
い
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
は
サ
ー
ビ
ス

残
業
で
対
応

　

さ
ら
に
言
う
と
、
こ
う
し
た
役
割
は
グ
レ

ー
ゾ
ー
ン
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
経
営
サ
イ
ド
も
明
確
な
業
務
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
な
い
た
め
、
個
人
が
自
己
判
断

で
身
を
削
っ
て
残
業
し
て
い
た
。
医
師
は
患

者
が
心
配
で
休
日
も
回
診
に
来
て
い
た
し
、

派
遣
会
社
社
員
の
ケ
ー
ス
は
、「
大
手
に
負
け

な
い
た
め
に
は
キ
メ
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
が
欠

か
せ
な
い
」
と
し
て
、
携
帯
電
話
で
二
四
時

間
休
日
も
関
係
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
悩
み
相

談
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
た
。
美
容
師
の
若

手
指
導
は
、
前
記
し
た
Ａ
ｓ
ｈ
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
の
よ
う
に
研
修
費
を
徴
収
さ
れ
た
経
験

こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
、
社
員
同
士
の
自
主

的
な
勉
強
会
と
の
扱
い
に
な
っ
て
い
た
。

　

た
だ
、
そ
れ
で
も
、
彼
ら
の
話
し
て
く
れ

た
内
容
は
、
決
し
て
暗
い
も
の
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
。
仕
事
は
長
時
間
労
働
で
き
つ
い

し
、
不
満
や
ス
ト
レ
ス
も
確
か
に
あ
る
。
で

も
同
時
に
、
本
来
業
務
に
や
り
が
い
が
あ
り
、

仕
事
の
楽
し
さ
や
充
実
感
も
体
感
で
き
て
い

る
。
彼
ら
が
強
い
ら
れ
て
い
る
見
え
な
い
負

担
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば―

―

。
こ
の
あ
た
り
が
、
働
き
方
を
変
え
る
ポ

イ
ン
ト
で
は
な
い
か
。

仕
事
の
役
割
と
業
務
量
の

再
点
検
を

　

実
際
、
前
述
の
労
組
調
査
や
相
談
窓
口
な

ど
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
か
ら
も
こ
の
取
材
か

ら
も
、
働
き
盛
り
層
に
心
身
と
も
に
重
圧
が

か
か
り
、
ス
ト
レ
ス
と
疲
れ
が
溜
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
。
仕
事
の
中
身
や
役
割
に

つ
い
て
、
何
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
る
の
か
を

把
握
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
の
負
荷

が
増
し
て
い
る
の
か
を
精
査
し
て
、
職
場
内

で
理
解
し
合
い
、
助
け
合
う
必
要
が
あ
り
そ

う
だ
。

　

事
実
、
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
労
組
主

図表12　派遣という働き方は、仕事と生活のバランス
を取りやすい働き方だと思いますか？

わからない
18.5％

思う
58.4％思わない

23.1％

思う

わからない

思わない

合計（n=13390）

出所：日本人材派遣協会「派遣スタッフWeb アンケート１万人調査」
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導
で
行
っ
て
い
る
産
別
も
あ
る
。
繊
維
や
化

学
、
流
通
な
ど
の
労
組
で
構
成
す
る
Ｕ
Ｉ
ゼ

ン
セ
ン
同
盟
（
落
合
清
四
会
長
）
は
、
長
時

間
労
働
の
是
正
に
つ
い
て
は
「
自
分
自
身
も

変
え
て
い
く
べ
き
だ
」
と
し
て
、「
三
〇
分
、

仕
事
時
間
を
短
く
し
よ
う
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
。
組
合
員
に
対
し
、
日
常
の
形
式

的
な
仕
事
な
ど
の
削
減
や
同
僚
と
の
連
携
、

人
員
配
置
の
見
直
し
な
ど
の
働
き
方
の
工
夫

で
成
果
を
落
と
さ
ず
仕
事
時
間
を
三
〇
分
短

縮
で
き
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
。

正
社
員
か
ら
パ
ー
ト
労
働
者
へ

の
置
き
換
え
が
進
行

　

働
き
方
の
見
直
し
が
必
要
な
の
は
、
正
社

員
だ
け
の
話
で
は
な
い
。
厚
生
労
働
省
が
昨

年
一
一
月
に
発
表
し
た
「
平
成
一
八
年
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
総
合
実
態
調
査
結
果
」（
五

年
に
一
度
実
施
、
今
回
は
約
六
六
〇
〇
事
業

所
、
約
一
万
三
四
〇
〇
人
の
回
答
を
分
析
）

に
よ
れ
ば
、「
職
務
が
正
社
員
と
ほ
ぼ
同
じ
パ

ー
ト
等
労
働
者
が
い
る
」
事
業
所
は
五
一
・

九
％
で
前
回
調
査
時
（
四
〇
・
七
％
）
を
一

一
・
二
ポ
イ
ン
ト
も
上
回
っ
た
。
パ
ー
ト
労

働
者
が
職
場
で
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
正
社
員
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
職

務
の
パ
ー
ト
等
労
働
者
と
の
間
に
、
一
時
間

あ
た
り
の
賃
金
額
に
差
を
付
け
て
い
る
事
業

所
は
八
一
・
七
％
も
あ
っ
た
。
そ
の
理
由（
三

つ
ま
で
回
答
）
は
「
勤
務
時
間
の
自
由
度
が

違
う
か
ら
」（
七
二
・
七
％
）
が
圧
倒
的
に
多

く
、
以
下
、「
正
社
員
に
は
企
業
へ
の
貢
献
が

よ
り
期
待
で
き
る
か
ら
」（
三
二
・
九
％
）、「
残

業
の
時
間
数
、
回
数
が
違
う
か
ら
」（
三
一
・

一
％
）
が
続
い
た
。

仕
事
は
き
つ
く
、
労
働
条
件
は

悪
化

　

個
人
調
査
に
目
を
移
す
と
、「
今
の
会
社
や

仕
事
に
対
す
る
不
満
・
不
安
（
複
数
回
答
）」

で
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
賃
金
が
安
い
」
こ

と
で
パ
ー
ト
労
働
者
の
六
一
・
八
％
が
選
択
。

前
回
調
査
よ
り
一
〇
・
七
ポ
イ
ン
ト
も
増
え

て
い
る
。
二
番
目
に
多
い
「
有
給
休
暇
が
取

り
に
く
い
」（
二
六
・
二
％
）
と
三
番
目
の
「
パ

ー
ト
等
と
し
て
は
仕
事
が
き
つ
い
」（
二
四
・

一
％
）
も
前
回
調
査
か
ら
大
き
く
増
加
し
た
。

労
働
実
態
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
労

働
条
件
は
む
し
ろ
悪
化
し
て
い
る
よ
う
だ
。

不
安
や
悩
み
を
抱
え
る

派
遣
労
働
者

　

ま
た
、
日
本
人
材
派
遣
協
会
が
発
表
し
た

「
派
遣
ス
タ
ッ
フ
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
一
万

人
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
派
遣
と
い
う
働
き
方

が
「
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
や
す

い
働
き
方
だ
と
思
う
」
人
が
全
体
の
五
八
・

四
％
を
占
め
た
（
図
表
12
）。

　

派
遣
で
働
く
こ
と
の
満
足
度
（「
満
足
」

＋「
ま
あ
満
足
」）は
、「
労
働
時
間
・
休
日
数
」

（
六
六
・
二
％
）
や
「
生
活
の
充
実
感
」（
六

五
・
七
％
）で
高
い
半
面
、「
雇
用
の
安
定
性
」

（
二
二
・
五
％
）
や
「
収
入
」（
三
一
・
一
％
）

が
低
か
っ
た
（
図
表
13
）。
こ
の
ほ
か
、
派

遣
の
イ
メ
ー
ジ
を
聞
い
た
問
い
で
は
「
不
安

定
な
働
き
方
」
が
六
四
・
八
％
で
ト
ッ
プ
。

今
後
の
希
望
す
る
働
き
方
に
「
派
遣
」
を
選

択
し
た
人
も
全
体
の
三
三
・
六
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
（
図
表
14
）。

　

前
述
の
東
京
都
の
労
働
相
談
で
は
、
い
じ

め
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
並
ん
で
、
派
遣
労

働
者
か
ら
の
相
談
の

急
増
ぶ
り
が
際
だ
っ

て
い
た
。
寄
せ
ら
れ

た
相
談
件
数
は
、
前

年
同
期
（
一
三
五
八

件
）
比
二
六
・
四
％

増
の
一
七
一
七
件

（
図
表
15
）。
内
容

で
多
い
の
は
「
賃
金

不
払
い
」（
一
八
・
七

％
）、「
労
働
契
約
」

（
一
八
・
一
％
）、「
解

雇
」（
八
・
二
％
）
の

順
だ
っ
た
。

不
安
を
抱
え
つ

つ
も
や
り
が
い

を
重
視

　

こ
こ
で
改
め
て
図

表
11
の
Ｆ
さ
ん
（
四

図表13　派遣で働いていることへの満足度

図表14　今後、どのような働き方を望みますか？

出所：図表 12と同じ

出所：図表 12と同じ
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〇
代
前
半
、
女
性
）
の
ケ
ー
ス
を
み
て
ほ
し

い
。
派
遣
社
員
と
し
て
公
益
団
体
が
発
行
す

る
雑
誌
（
季
刊
誌
）
の
編
集
業
務
を
担
う
Ｆ

さ
ん
の
残
業
時
間
は
、「
三
カ
月
に
一
度
く
る

繁
忙
月
は
五
〇
時
間
、
ほ
か
の
月
は
二
〇
時

間
程
度
」
だ
と
い
う
。
Ｆ
さ
ん
は
副
業
と
し

て
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
も
し
て
お
り
、
そ
の
仕

事
と
の
兼
ね
合
い
で
派
遣
と
い
う
働
き
方
を

選
択
し
て
い
る
。
収
入
面
で
は
「
他
の
正
規

職
員
と
ほ
ぼ
同
じ
長
期
的
な
仕
事
を
分
担
し

て
い
る
が
、
短
期
契
約
で
こ
の
仕
事
に
就
い

た
数
年
前
か
ら
時
給
が
同
額
で
あ
る
不
安
定

さ
か
ら
す
れ
ば
一
〇
〇
％
満
足
と
は
い
え
な

い
」。
と
は
い
え
、「
好
き
な
仕
事
を
任
さ
れ

て
や
り
が
い
が
あ
る
し
、
副
業
の
時
間
も
確

保
で
き
る
の
で
満
足
度
は
高
い
」。

　

ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
は
、
繁
忙
期
に
本
来
、

継
続
す
べ
き
副
業
を
手
控
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
、
派
遣
の
立
場
上
、
担
当
で
も

正
規
職
員
し
か
関
わ
れ
な
い
業
務
が
あ
る
こ

と
。
さ
ら
に
、
居
心
地
の
良
さ
に
甘
ん
じ
て

し
ま
う
こ
と
を
付
け
加
え
た
。「
年
齢
的
に

も
派
遣
と
い
う
働
き
方
へ
の
将
来
不
安
が
頭

の
片
隅
に
あ
る
」
た
め
、
そ
れ
自
体
が
ス
ト

レ
ス
に
な
る
の
だ
そ
う
だ
。

賃
金
や
評
価
に
対
す
る
不
満
も

　

こ
の
Ｆ
さ
ん
の
話
、
く
し
く
も
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン

セ
ン
同
盟
が
実
施
し
た
「
派
遣
で
働
く
人
の

仕
事
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
医
療
事
務

を
の
ぞ
く
女
性
（
四
二
八
人
）
の
デ
ー
タ
と

符
号
す
る
点
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
派
遣
と

い
う
働
き
方
に
不
満
を
感
じ
る
理
由
（
五
つ

選
択
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
正
社
員
に
比
べ

社
会
的
評
価
が
低
い
」
が
過
半
数
を
占
め
て

ト
ッ
プ
。
ほ
か
に
「
正
社
員
と
比
べ
て
収
入

が
少
な
い
」「
契
約
期
間
が
短
く
雇
用
が
不
安

定
」
も
多
か
っ
た（
図
表
16
）。同
時
に
、や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る
人
も
多
く
、
別
の
設
問

で
は
「
仕
事
に
や
り
が
い
が
あ
る
」
人
が
七

二
・
二
％
に
上
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
派
遣
と
い
う
働
き
方

の
将
来
不
安
（
三
つ
選
択
）
も
打
ち
消
せ
ず
、

「
生
活
費
を
ま
か
な
う
収
入
を
得
ら
れ
な
い
」

や
「
派
遣
の
た
め
の
社
会
に
認
め
て
も
ら
え

な
い
」
な
ど
の
悩
み
を
抱
え
る
女
性
が
多
い
。

時
短
や
多
様
な
働
き
方
の
前
に

　

正
社
員
は
仕
事
の
役
割
が
曖
昧
な
も
の
も

含
め
て
増
し
て
い
る
の
に
、
孤
立
化
し
て
い

る
が
故
に
、
実
は
職
場
の
仲
間
に
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
。
そ
の
一
方
で
、

非
正
規
社
員
も
、
役
割
は
比
較
的
明
確
だ
が
、

仕
事
自
体
は
き
つ
く
な
り
、
待
遇
や
将
来
不

安
等
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

時
短
を
進
め
た
り
、
多
様
な
働
き
方
の
制
度

を
取
り
入
れ
る
時
に
は
、
職
場
の
風
通
し
を

よ
く
し
て
話
し
合
い
、
理
解
し
合
っ
て
見
直

す
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と
、
改
め
て
痛
感
し

た
。見

直
し
に
欠
か
せ
な
い
生
活
者

の
視
点

　

最
後
に
、
こ
う
し
た
状
態
の
認
識
不
足
や

ギ
ャ
ッ
プ
が
、
企
業
の
人
間
関
係
に
と
ど
ま

ら
ず
、
働
く
側
と
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ

れ
る
消
費
者
側
の
間
に
も
起
き
て
い
る
問
題

で
あ
る
こ
と
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
Ｊ
Ｉ

Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
小
倉
一
哉
主
任
研
究
員
は
、
著
書

『
エ
ン
ド
レ
ス
・
ワ
ー
カ
ー
ズ―

働
き
す
ぎ

日
本
人
の
実
像―

』
の
な
か
で
、
深
夜
営
業

の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
の
小
売
業
を
例
に
あ
げ
、「
た
し
か
に
、
消

費
者
か
ら
す
れ
ば
終
日
営
業
は
あ
り
が
た
い
。

し
か
し
、
そ
れ
を
利
用
す
る
我
々
は
、
そ
こ

で
働
く
人
々
や
、
お
弁
当
や
お
に
ぎ
り
を
深

夜
・
早
朝
に
作
っ
た
り
、
商
品
の
流
通
経
路

に
携
わ
る
人
々
の
こ
と
を
、
ど
こ
ま
で
想
像

し
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
指
摘
。「
考

え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
自
己
の
便
利
さ
を
追

求
す
る
こ
と
で
、
他
人
の
、
ひ
い
て
は
社
会

全
体
の
長
時
間
労
働
を
促
し
て
い
る
と
い
え

る
の
で
は
な
い
か
」
と
説
い
た
う
え
で
「
大

切
な
こ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
の
利
便
性
が
、

誰
か
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
意
識
す
る
こ
と
だ
」
と
し
て
、
ひ
た
す
ら

便
利
さ
を
追
い
求
め
る
社
会
の
あ
り
よ
う
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　

消
費
者
の
多
く
は
労
働
者
で
も
あ
る
。
長

時
間
労
働
の
解
消
ひ
い
て
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
は
、
労
働
者
と
消

費
者
の
バ
ラ
ン
ス
も
欠
か
せ
な
い
。

図表15　派遣労働相談件数の推移（上半期：４月～９月)
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出所：UI ゼンセン同盟「派遣で働く人の仕事に関するアンケート」

図表16　派遣という仕事に不満を感じる理由
（５つまで選択、女性計、医療事務除く）


